
ポラックの法則によるパフォーマンス/ダイ面積

ダイサイズは2倍
に、性能は約1.4倍
に、パフォーマンス/
ダイ面積は約0.7倍
に
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ダイサイズは4倍
に、性能は約2倍
に、パフォーマンス/
ダイ面積は約0.5倍
に
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シンプルなアーキテク
チャが、最もパフォー
マンス/ダイ面積が高
い


